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課 題 9 (本年度は延期)
五菜 屈 10
前田薫圧迫による脳織能,脳偏位,田悲内圧
脳循環動態の総合的研究
摂山田樹･ロ脇田冶･三須田蛾･平井長年
･市田宗窄(名大 ･医)･久保田苅(3R大
･詔長研)
〔目的〕 頭蓋内占拠性病変の際の柄頂を理解
する為には,環境圧とともに,局所圧迫や圧伝柘
の差違により生じる脳偏位の動闇を分析すること
が必要である｡柄A!の存在部位と偏位.脳幹偏位
と生命現象の関係,胴偏位と脳符環動態の関係等
を検討するため以下の実験を行った｡
〔方法〕 日本校を用い気管内挿管,全身麻酔
下で前頭茄.C!rJ頭茄,y7i項柴にバルーンを留置し,
その窄坊増大により占拠性病巣を作成した.この
際試作の歪みセンサーを側頭葉,頭頂粟,中脳に
各々の局所脳偏位が分かる様に種々の組み合わせ
で設田した｡パラメータとして,呼吸.血圧,脂
波,heatdearance法による脳血流.頭蓋内圧を
連続記録した｡実験終7后.脳を摘出.ホルマリ
ン固定し,バルーンの存在部位,センサーの位田
を碓詔した｡臥 麻酔授作で死亡した動物に対し
ても同様の実験を行い比較検討した｡(生体5｡
死体2｡)
〔結果〕 (1)占拠柄A!部位による諾｡対側側頭
窮の冠状方向の圧迫される方向の偏位は.前頭茄.
側頭菜バルーン例で早卿 こ応大に遜したが,頭頂
葉バルーン例では遅れる傾向を示した｡又前97i粟
バルーン例で,病巣が脳染より浅い部と基底核に
近い部では脳偏位に相違を認め.前者は柄n!に引
きよせられる方向.后者は圧排される方向へと偏
位をした｡(2)生体と死休の比較｡死休では中期よ
り両緑的に脳偏位が進行した｡生体では脳血流が
は少をはじめる時期より脳偏位が徐々におこり,
脳血流の急激な減少を認める時期に脳偏位が急激
に進行した｡(3)中脳の脳偏位.冠状方向の脳偏位
は.叔初はバルーンに圧排される方向,のちに引
きよせられる方向へと偏位方向の転換が認められ
た｡又ventrocaudaldorsorostralの偏位では,
dorsorostralの偏位が最大となる時期に,vital
signの急激な悪化が認められた｡
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